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〈研究紹介〉

展開アンテナ

NTT 無紘システム研究所八坂哲雄

ア/テナはいヴまでもなく ilL泌を収点させて通

L\吋 J観測を ~JJ 米 (1' )1こ J主 JJli:しようとする L ので.そ

のサイズが大きければ大きいはど刊能は ~;!j l"¥"と

ころて'.~ヲ斗 I，では例外なく電波を fiJiう。また 'i 出に

はどんな大きなサイズのものでも受けいれるスペ

ースがある。そこで 'i 市アンテナの大 J1リ化は本

jiの，l*坦j て" if)I) つづけるて凶あろっし句 I' :'t 宇i はj:J(

リない抑制世を走けてたつこととなる。

jJfJ 化の刀法としては民 Dfl }j式と判 l 'I:}j 式が 4

えられている。ロケソトの If l! 1) を越える大 t'tl ，lの

!J) jT 'I' l立品 II 立てる 1也ないが， 1[ill で打ちJclfi，!Lる

[;\I，十日であれば以|日!のはうが T 較である。 h以A則|閲剖には

まだゴ未伝知知lのf

の能力 l件内人勾l 右主J ら企て)肢瓦院開]てで“1刈l 陀応、てで"きるて'iPあ》ろう と 4

えている。ところで坑II 年 1，1，1ではどんな抹姐があリ

どのよ 7 に付応しているのであろっか'-1'1山では

'i':rj:j刊乍を離れて.. i!/iH. ilfI l ，jの分肘でif五めている

/YIJ を初介する。

l

NTTでは次 III 代のj且 1 ， l r:M~I~ をめざして l在任 3.5

m と 2.5川の鋭 Illi をしっアノテナ系を HH 発している

(凶 1 ), 阿波数はそれそ'1L 20G l-l z':許と 30GII 又慌で

ある。このアンテナ系は /JI' Dfl形式とせざるを仰主

い。 IP· に n ち|げロケ γ 卜のフェアリングエンベ

ローフに八れるためだけで主(.. fir リ悦んで収納

することで州市を分自性しれ 1Yf.)il m:止を少なくするた
めである。

アノテナの 1/1 径が大きくなると光ず 1/日比Dになる

のは鋭 l(tifi'iJrt である。鋭 Il'i制度は f'Ji III する屯J庄内

法上去の 1/50ι1/201"'/主が必嬰て'あり.これはア

ンテナ 1([予と無関係である。そこで大引化に伴っ

て大きくなる製泣;inぷと熱変形をどうやって応/IIi

するかが課題と主る。これは l民間に|拠ったことで

はない。

L~)一つの z課題は.帆辺」でアンテナが展開す

ることをどのように地仁で実証するかである。 l民

IH·Jの失敗は Hli ミソンヨンの火!l!{と主るため. 41:',:;:;



直径2.5m戸ンテナ鏡面

/
に il!.裂な課題である。

図 1 展開戸ンテナの概愈

-高精度化

鏡而村II立に対する史ー求は波長に比べて製造filj}主

1/50以卜.熱変形1/33以 l、である。これを i主成

するために f追求のサンドイ y 千伎にかえて凶 2 に

'J~す断 1(liの鋭 l白l情i立を抹用した。この構造の特徴

はトラス憐iiE で打Lif時の刊t ill:を'走け持ち，減い

サンドイ y チでできた反射鋭l伺はスタ γ ドて'離nx

的に Jピ持されていることである。 CFRP等の被合

材料は!北 If;のi品川で・l 法が微妙に変化する。その

札 トラス柿iliでは i部付を成 If~ したあと組み立

てるので.十両I止の ~::i fi~1 1支がI!} られる。またスタソ

ドのhi:さを，拘格することてー反射iill自l 町制度を [IIJ ト

させることができる。これによって.波長の 1/50

以下の裂i主制度を法成することは|分 nf能となっ

た。

|ラス付はCFRPの繊刺1 配rrlJ~ 訓節して線膨11{

係数を illiJ，主限度ぎりぎりにまで小さくすることが

できる。 ~IM断熱材の効巣と fjf せてトラス憐造の

熱変形は I問題ない f~EI主に抑制lできる。これに対し

て.二次 Jじの広がりを持つ鋭1111 て'は線膨録係数を

ある似度以卜小さくできない。そのため鏡linはス

7·" ドIl ll を!剖 WI とする変形を生じる。そこで， ト

ラス桝j21 と鋭 1Mの fll対変(，)ーに対する拘求を日~jめる

など主にスタ y ドの IJt ~1 によって 1(11 外変形を小さ

く ifll えるようにした。この紡*. ト -7Jしの弛変

形鼠ーとして0.2mmRMSカ汁専ら iL た。
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図2 戸ンテナ情造

では次に制度の実紙をどうするかである。従来

であればアンテナを組みげ.てたあと鋭 1(11 の測定を

し以後に電気試験てー総合的な実読をする。とこ

ろが.ニのアンテナの吊力たわみは展開状態では

50mmlこむ達する。従って従4とのようむぷ験はもは

や不 nf能で. tlliIJJ<:袋素毎の J 法 屯公特刊を他i~(

したのちー誠一後にUlmに符1)') することとなる。

-展開の実証

民問機桃にはアンテナを脱出する機能と l瓦|持11去

に所定の位置にアンテナを 11i1定する機能が不 nf欠

である。このアノテナでは収納時にはセバレーシ

ヨンナァトで令，Ii' 8 山、を由l定している。ナ y ト分

骨Iiのあとは、組込んだばねの駅動で展m·J を開始し.

所定の展開角度になるとラッチ機備によリ角度を

固定する。このー述の動作がうまくいくかどうか

を支配するのが展開トルクと峨撚トルクとの関係

である。展開機仰は向価なので，統計五t をもとめ
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図3 重力楠償による試験装置

られるほど数多く fi ることは同位て 4ある。そこで

j~l の々情成部品のレベルて・ばねの特刊や l世綴判刊

の分仰をとらえ，これらの雌辛分 iii から機構の展

開トルクと Iftl 寵トル 7 を術界した。 )j. 機械に

組み立てたあと部品特刊が変化していないことを

係認するため.部品 'p. f4>:の特刊からj{~;i:した l長mJ

特性ーと展 Im ，;:t\験結果を比較することが必安になる。

地上!民 IH·J 試験の目的は 1".li じの雌誌を合的て帆 ju

l での以 IJ(·J 的lI f ri を-I I ち I -.l fj i' jに検品することに

ある。そのためには.ぷ験ね境を山来るとけ帆 jli

1-. 環境に近づけるニとが明ましい この， I礼道上環

吸を t再築する制度がよい、はど民 i端機構特性的店側

抗日肢が r~'~ くなり. ~、 til の吹 Ikl に対する民|品 J ))の 7

ージンを少なくすることができる。

試験 f.;'U 立村イ Iの型: I河のうち特に l氏|品 Wi 刊への UA

~A:; が大きいのは ifil) である。 ill })が作!日すると!正

IJ~.J相Ii回りのモーメントが色じると JI、に，展開機I，V，'

の l辛僚が大きく変化する。図 3 に唱力 lilt f'i'lによる

式験t去のーWII を示す。アノテナ鋭Ilu を的II')に釣り

合わせ司その釣合い状態を保ったまま JJ( I:H させる

ように吊り，山を追従制御するJi法て'ある。4:Ji法

によって屯力対J栄をま'J1/2∞ lこ抑lえることができ
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図4 展開託験結果

た。

次いて'U37平が大きいものは大気て'ある。大気の

出37干のうちl長I:前年刊への由主怖が出f[片である抗力に

泊目してIMA:トル 7 の見附リを行った。このため

に IIU干の ~I~ なる 3 H.mの1-'·1阪を一定的i主lEで回転

させー大気低抗によるlJHJi: IｷIレクを 1((Jll: iIli J:牛した。

このむ';*. liil) は lui 転 jiliJi の 2 京 . If!伐に|則して

は実に 4.7 J長に比例し. I.バl} }.j の j止大l2/主のとさに

は 駆動ばねトルクの 90% に相当する低抗トル 7

が発生することがわかった。

ぷ験時の m.t tl* 凶をとリ込んだ y ミュレーショ

ンを行い‘地 I'. ""験結*=と比較したのが図 4 であ

る。 1 ，lij- r，は l~ ぃ、.)主を 'I 、している。

とはいえ. こ il くらいのサイ丈に 4よると. もは

や地 u式験と I ，;J じように j-; 'Ii-i て;. Lt副作lすると店、つ

てはいけないの I也|ぷ験はあくまでぷIII ベJ ンミ λ

レーシヨノて1止のがした咲い4は主いか洗い!IlL.

かつ部品の特刊仙のばらつきや変化がI I::-J姐ない l陀

IJ~ であることを椛必するむのととらえている。

ニニでキJi 介したのはhkb ン/プルな郷町iの民BH

アノテナであろうゆしかしそれで L 今までといl

憾のセノスで地上ぷ験を j j うことはできなし」絞

ら亘要なことは 'j':'，jj でのピへービァーを:記述する

モデルの;t;\II\であって.地 I". ，j式験はそのための千

l止としてとらえるべきて Pある。 Ii 町このよヴ'd.

}j泣い命を m作、 fす il ぱ.アノテナがどれどけ大!~'.! ft

してら許 j) ，!(I') にイ l一刻 Jて'あると思う。なお.本アン

テナは 1993 年に 'j-:'I 山同党'J(:~[1刊が-I I ち l げる l‘TS

-VI に拡峨して実験をおこな 7 干定のものである。

(やさか・てつお)
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お知らせ………………ーヲ

宇宙航行の力学シンポジウム

H 11.'/ '1"1&2 年 11 n29 1:1(村 -12 J-1 1n(U

J',l)j ,i)l" 'j':'Iii 料?Mf'Jt 刈本自 H 2 開会議場

IH] イトせ i'l:， 'j':'dif 川研究所研究|品 )J ，深 )1 、 l'iJ 利 IIJ 係

0427(51)3911 II 人12234 ・ 2235)

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 10 月・ 11 月)

宇宙構造物シンポジウム

日 11.'1 'l'lix2 年 12)) 3 II (l Jト川 I ('k)

f品 ,iii' 'j·: 'd.iH学研究所本 Hi 2I清会議場

10 月 11 月

1I1M- 51015202 ち:U> II 5 10 15 :!(I 25 却

35一ll-6J13 「一2E1・Lf?? 地l'一L -aM ー-!:n 、'c J則器合什せ-せ l:tM器一9f4?mせ{-;-ゼ一一一目 -一一
わせ M・:nYC. SHi"-tt",,;t :r.;{i"-It 2f1部制 ，'f.

ロ
(I I 南， IIilfi) (U,JitJ

5FU
GIIF ~I Jl I 県此っそ」柚

(%よリ t II lF t~!' ・世 4肱

観澗ロケ y ト 5 -520-13
~('If: コネクタ If J.f.! ";...グコネクタ帖融処fit $-520-I:i哨 J，.{;-せ

ぐIfflj山、所テスト
(:-JEC) 仁=二コ

，、イロ v ト。ノ 1イ1dtJ 抽，、ラノ A ト
政;

,:I' ~:~{j'-j)せ 5-.110・ 21哨ろ介せ

5-310・ 21 ロ
I1/i聖

，iI世{;- 1) せ ， -5 却-14 噛み f? せ

5-520 ・ 14 口
II/'itl モ タ守火 l 品同 a· ‘iW' ，.

とれ 2 ;J，、大何時'人世

うらよ 'I (SHCI ¥1-¥' \1-11 引 ~I 地 I'. 燃後五肱

二f企二Xご水rcコ} t、TR .s..;...ンノ， ~t Iじ」柚
,1\.* \'1'"エノジJ 熱，12.A騎

~品よリ} H C
(>lTC>

食人事異動

f妄苓享百百一氏名 異動穆項 |現(旧)聴等

, (!胴) 1

2.fl. I '1' 付 "人 太喝舟フラズマ|

川肘cR:!lJJl I

/代合平成 2年度・宇宙科学研究所

匹¥lUS\1
印ご三日 一般公開
凹事情 l
でとと出ノ l附159年に始まり 7lulU を迎えた

今年の一般公開は， 8JI4I:I(Uに相似 l瓜キャノハ

スと問 I(，U，~センターにて行われた。

今年の公附概要は.次のとおリ。

(講演と映画) ..·1正|民生 i~iセンターにて

，)l i~( r日本の科学術 JI~'. _ rおおすみJ から 20年一」

林友 Iii 教1:2

r，11、外線で探る:十:Hiの Itili J !且川 if，之教授

1J;t 1山Ii rM-3Sn-5' IJ スウイング，{イ fqj Ii).ひてん J

(展示及び設備)

第一会場(成制体 ~U克l試験出) ..ｷ1:11I ，!車 fl 立主.屯

t庄無 ~ft 宅. スペースチェ/パ一五.機械環岐よ式

験室などの E設備と rおお市み J から 20 年に凶ん

だ過 iγj.: 山由 fが打上げた街並の紹介.今後の詰|

阿・将来の討 Ilhl':'!' の民示

第三会場 W'I ili 機能正式験隙) ひてん噌あけぼの.

ぎんが.テストス 7 ンド， SFU. 観1"'1 ロケ y ト

(ペンン ルー S-520 の回収体 l. M"I} ー ズ (M

4-



反 'I、コーナー数は， 111''I の I J ヵ l叶を 21 1)f りrに片 i

やすなど充'ムした公 IH .Jとむった。

4とfLj 円は.「 61 再出と!I:k: ll hjJ にキ ~J250 1'，‘「民 d、止び

li1 似iJ Iニキ '-)3550 1' 1 の，i1 'f ，~}3800r ，に J主したの

(泌i'~ "ι 'ii n

*今年度の夏期ロケット実験

MT-135-52 り機が 8 )127R 打ち上げ句れました J

，tM 山 tlij の動作チェックで純白レベルが向〈可

l瞬ひやりとしましたが、地上系の II Il胞と判明し、

その，制収 i去、 10 分.;:μL で 1111.\'10 分に|下 f480' で

党射することができました 本尖!肢ので同的は.

j[ 斗ーの I也lぷ J~'l 打l で!日 1 足立となっている1iJi:Ji'j I~j オゾ/

の1iJI iJ!l J てーあります。 M T-1351~'! ロケソ卜は従米.

大気 il IlU!tと)此の観測のみを行っていましたが，こ

の U (I~J の l) に新しく Im1c されたオゾノ観測装 ta を

併4をするために機体の一点I>とレ ダ・トランスボ

ノダ系の改造を行い， 49 1，チ機からこの析しい}~'.!の

夫!肢が ~f( まりました。 M T-135'r;'!といフ|以られた

えへース内でのニ it 句の改J丘はそっ問中なことで

はありませんでしたが. li;j'，;-機( 51 り機)の実験

において機体および JI~. Jilliii) についての機能 門能

的伸 JJ がなされました。本 52 り機はーオゾン観測

装 lFJ を撚 ·1在してのオ ノ〈ーオールの実験でありま

した ω ロケ， I の lit 淵は I巨 fZ で発射後 1 分50 紗で

紋付 f片山 GOkrn に;£しました。タイ 7-'/ ケン

ス L はぱ予定jJ!1リで， )C 身、Ii五 94 紗でノーズコーン

月比刷、 112 紗でノ、ラ〆ユ ト W， 山田|耳 J fJ z ， 117 紗て 1品

位センサ -)/i l! l J:止びオゾン1tJl ;!JIJ1JfIY;';が行わ 1 し 5f:;

Ml 圭 1 liS:11¥17 分(而 J!1 k:''1 5km) まで追跡・デ タ

受 1dがi i わ H;ました。その Ill]. 観測装 iJIの動向は

~~て 11 出で. MT-135'fjl.! ロケソ卜によるオゾノ縦

;!\!J とい 7 析しい試みに成功し， ~':jJ主20-60kmの Jム

L 、尚 l主，1it! lnl にわたってオゾ/桁 Jiに WIする i1 革な

データが得られました( II ,! )I 干Ilul!-j

*ATR燃焼器予備試験/ACC タービン翼試験

似 Jt.:正式験が 7) J16U かり 3HI にかけて I\l TC で 1 I

わ it ました。，\T Ii.は八 i rTnrbυRallljpf の聞品て 1

1守米のスへースプレー/のイ l 力な )jl 進機|引の っ

として与え句れていま i- 0 宇宙研でも II日制 163 il·Jit

から減水エノジン JHI[IHI ，UII 冗の一応として取り

kit んで米ました。

今凶の .r"! 挽は、この ATI{ エンジンの燃焼宅内に

取リド l げる:1:~\と水素の ilL 合総および火炎の似村

総に院!する 11丸iIデ タを得るために実地した L の

で， TK を説らした 4 Hili の{itfTi 詰と 2 H; Wの火

炎 lilJS r.誌を PI 形作 ~rl(JI と "IUf~ 断 l(riO) 2H;町1の小Jyl 燃

焼~:~に取り付けて41 回燃焼1試験を行いました。 M

11 , iIIIlU~. ifiι11f と口った泌'ill; の計測に !JIIL 初め

て Na-IJ線スペク I· I レ11&収発光位、による光'下町Jな火

炎JLL伐の Iii 洲と紫外線ビデオ拙~ lji~による火炎の可

悦fじを↓試みましたが， そのいずれに L 成功 L，燃

焼宅 l人l における火炎の)U!I" 、を，;干しく i制べること

ができましたの I] I 続いて尖砲した IICC (Advanced
CarbonCarbon) タービン W，試験では町炭素・ jλ

ぷ惚{'j-f1"で"，( 11 したターヒム..- ~.:!.をディ ゼノレ二 L/

ジン!日川中心部のタービ/ディスクに取り{ojけ。実

際の ifll 虫、状態に jll:い ;1" 長燃焼ガスで J'~ 恒、 L. 今後

のcJ.i. m化に町民主データを f!} ることができました。

今回は可 ソ託公を供給するのに M(J !jjディ一七 jレエ

ンジンの )J I1 *{~機を IT) ，、ましたが半会 i供給河!とし

て五記して jHJJ さゼーるのにf-li:Jl JI1 'J '1lii はスケジ

ューノレが 3 日半 Hit に 。しかし実験胞はの述

1-1連夜に&_;~ri: Hl;l~ I) によって批終的には {-'，i:: して

いた l試験を全て尖地 1 ることができました。

今 IIl I 実地した..式験 Inl 数はコールドフロー試験を

fT わせるとなんと lfi2 回; :-J TC で一夫 ~fJ1lY JI 品l内に

iI われた i式倣のJH 多Hμ止と〈よりました。

(，ι ，Co月間)

*第 7 固ベネトレータ打ち込み実験

J11 いしので )1 探作用ペネトレータのI:fI 'iC iill':允の

一応として行われてきたベネ!レ -7の打ち込み

実験も抗 7 回 U を迎えることに主勺た。今l叫は III

f~川nmの 1/4 スケ /レモデルを使ったベネ|レ

ータの治リ込み初刊に|則する dλ験が 8 H5tIから

IItIまで能代ロケソ!実験場て寸]われた。

ベネトレータは Jし来月 1M に Hjj 突するときには.

5 ー



その機軸と衝突述皮肉 hi");" 一致(すなわち迎角

= 0) するようにその軌道がE没討されているが.

{:1iR.からの切り隊し時の角度読差やその i也で.月

I(，]j，'i突 II与に多少の迎声lの発牛は避けられないであ

ろっ。迎角がある場介にペネ卜レ-;'が f定通り

月耐の砂の '1' に i~: リ込むかどフかを tj~1べるのが今

1111の実験の U (J'J てeあった。

実験はベネトレ タ発射装置をスヒンテープル

の上に llil完 L. 発射装抗そのむのを I'朴正させなが

らペネトレ-;'を月 l副校擬{ゅの仰いの点に打ち込

むという大肌かつミリ抄のタイミノグで発射する

という干t'~ff.~ さを要する実験である。 100k~を越すヘ

ネ|レ -nat装置が 300rplll で胤を切って回る

級制|は昨かに迫力 lfAJ110 しかもこれまでの統験が

|二分に 'I かされて，ペネトレ-5'はすべて狙い

の山に命 rjl J.辿 Ifj が相当にあってもベネトレータ

は無事月 l削の中に沿リ込む 'I';が実J止さ iし実験下

II:はじめ実験liEー I ，;J胸をなでおろした。

(水?'f Iで}

*臼田のVLBI

臼問的64111 銃は tZ宇宙泊WI1としてつくら t し

太陽系内の深作機とのさまざまな泊 L-'; が行われて

きた。 V I. HI においてむ. 1'-，聞は亙裂な役 II をにな

い始めている。

19日6. 1987句 1988年と 11j:'{Iおこ主われた. TDI1

Sf{ f.j~;""ステムを使ったスペース VLBl では.白

川は~い~な lillil 判長 j となってスへース VL I:l I の II~ 史

を B~J き司 Mu .s e ，s- B をつかうえベース V I. HI (VSO

P) 計 I ，hl へのプレー 7 スルーをヲえた VSOP が

走リ tU すと.山田は 7 イクロ波慌て'の'f\袋町とし

て.深. j:HijJfiIJ の合間をぬって前総が JY \i.\される。

lコ旧の JIl j f.立川をしっかりJi uっておくことは.将

4、の I i': j村山ナヴイゲ- ;/ヨ/. VLBIII，臨悦l見tぶωω‘i抑抑洲II山川1引川lリl などの

たダめ〉に \C"t炭z てで，ある 111,(午ド)収立のX 〆パ〈ンド，豆 Ll機と水

』ぷt メ一ザ一 7発t 拍、日出掠i詰tの納人を 1待午つて Y準l匹，tflt協備ii をす寸め町

SIX'M叩Ii I.川"叶山;)1川 II

との J共lモ、u肺同百吋i 町研f'1究E として I行Tわtれl 1.た』日 o 下吊郎 i機日掠2 ヰ宗， 2 階の

51伐X JI、汀ffj7 イ一ド仁. 1民|立天文台野辺 111 かりのさ

まざまの i!? 肘受 fJ 機などを取り付け.何度かのテ

ストの後の 71130. 31 1:1の 24 時/11 1実験であった。

これによリ. 2-3emの!，';I且て'の loJfli:ill が決定さ

it ると JY Ji.'t'さ H る

iI!.力レ/ズの存抗はいくつかの仲 ;1) て'il と定 (I() と〈よ

っている。すでに 1/;\ よさ tしていた北大のアイ/ン

ュ 7 イノリングに較べて 3 ~i (， 明るい 1830-211 が，

kij [i:出パではつかった。リングの他に 2 例的コノ

ハクトな V LIlI 成分がある。また.直径が l 抄も

あるので.ふつヲの V L11I では. r渉似申日が時間!

とともにいく変化してしまう。ところが.オース

トラリアと u ~，の/l\lだと.十渉 Jt の長さはちゃん

ととれ. しかし天球に対しては平〈凶転しないの

で都合がよい。この特徴を 7' レに活用して. 日設

のV L.Bl 観測を. 4n19. 20 , 21 1:1にわたって行

った。観測は Sーパンド. 1'1 聞にとって良い凶燃と

いって良 "0 何度か観測を1i"い 2 つのイメージの

時Ilfl変化が迫えると. 2 つの光齢差がj-I れて.世

界に例を見ないおむしろい学問的民防!となる

系外銀河NGC891 中の超新 1 ， '.5 N198ω の下 f~1i的

な VLBI "江波イメージは，できたての超新日の初

のイメージとしてたいへん興味深"，本俗的かっ

2 回目的イ jージをつくる大がかリな国際的VL I1I

i'lIlが組織さ t し1'-' Wもそれに illlわった。 X バンド

で. 7}J~O. 21. 22R にわたった。できて数年と

い 7 エネルギ y ンュなkH %4r ;，\的ム ビ がみえる

lI .'dU こ入った。

1"匝 l の64111 鋭を使った鋭礼 III が始動を始めている。

/t 後とらご f品 JJ をお昭良いしていきたい

(干休久)

合パルサータイミンゲ観測

j[ 年. J~j 波数保守粧の分野や十 ILl す， i面の検日 IE.特に

ru)i庄の検出に|則 j1!して.ハルサータイミング観

;"'1 はますます休日を集めている。この分針で J止し

ょil' 主主天体て'あるミリ紗ハ/レサーの}l'，{: I!i 参で川 WI

1. 6 ミリ紗のド SI! 19:J7+21 は 1982 年の党凡以来.

Ii)じ IIJJJYI r. 11 (, 8 年 U を j且乙データの説的がi!主んで

いる。この lill IILi\!l]装日の改良や解析 hi:土の進歩 L

あリ.興味ある材 i*がH1 されている。周期 1-10

年の超低周波の 1H， iIi;))械に付して宇泌が 1 :1-1 じる

ために記裂な臨界エネルギー密度の 10- 7 f'.l伎の

制l;"'1 (I甘 t限を与えている

このあたリになってくると、原子時 In の利JE，

'J t:!: Wi.の jl~.Hll 宅 IH!fiJ，品の ~j!~~平， Iff;..- ステムとしての

kl:J)j 系のモデルのエラーなどがタイミノグ制度を

;，.:イ Iする!f(裂な袈|刈となっている。ニのため l則

1長谷分別の咋門家が泊先立"花 J白を交わしている。

また‘新たなハルサ のサ チむさかんに行わ

れている。特に f主ik lj'.問中に多くのハルサーが発

見さ it. 興味がむたれる述 ll~. ミリ秒 1;R.1kIMij
中町ノ、ルサーの数はこの l 年/I II に飛躍的にJf Um L.
今までの 1 ~i から 20 1l !1 を~;長〈突破した。

I;R·1k 尽1'l 1 'I'のハルサーには 1也の天体のよJl) )によ

るものと与えられる;守妙む品、川のものもあり.大

体物足 ~Y 的にし興味 i~ い日 f 先対象となっている

イif ，な jfJ 1 \ ハノレサ P 己 RI913 十 16 を利用して此

尽を検出するぷみし行われている。

ニフした III 伴の推移の'I'で 'j':'di 科'芋研究所にお

いてむ本終的な IIL:"'I の設備の幣怖を j 1 ゥてきたが.

今年度より山岡宇宙空 mJ 鋭 111111 叶の 64 III アンテナを

6 ー



利用してまず子宮古めに PSR1937+21の本的的なタ

イミング データを取得し始め.内外のiJU を集

めている。 III 作の観測所のIl l-J で凶際協力の機運が

Ri まっているが臼同のデータも III: ~鼎に，'(wi，(てe きる

)，1;位ヵ、(，'(1，Ji:された。(、|ι地 i宇一)

*宇宙ロボットシミュレ-7完成

, j~: 'I山ロポソトンミュレータ(表紙写真)が完成

し， JRm体環境試験陳の妓気 yールドルームで綜

働に入った 無重力ドのl-:Hi て'ロポ y トが活動す

るのと矧似の条件を地上で刊。J ， HJょげ fiijの性能

チエ"/~や， )，~礎研究を行うことを目的とする。

ターゲソトとチェイサの回恥、 :;It進.合せて 9

1'111 1/1'の，Hi))が可能で 'j':'，山でのダイナミクスは

HMのワークステーシヨ/で解き、 この結米ーに基

づいて， 911Mのモータを駅動する。この脱政の 9

n 由j主ンミ ι レ-5'は n 本では判Jめてのむので

ある， .，白紙の"L11は.被試験体として， SFU を用

いた白 tl・的術ltl回収実験を!J，l :;t した 5 ， 'IIHI1'7ニ

ピユレ-5'とテレビカメラをセァトしたところて'

ワ -7 ステーンヨノ 3 Tt.制御用フロセ y サ 2fI

の憐成となっている s

このンミュレ タは， I旬さ 7.3m，総ill :119 ト/

の大司 'J 設備で，総気シーノレドルームに z没 i押するの

に，大変な川 'J' j をした。今後ー宇宙ロポ， I に|以

らず.ランデブー・ド y キング式験。月. ~~X: t己軟

.t t陣 帆i立 1-. のテレオベレーンヨノ等.多彩な分

野の併'先に旬以維が mil キされる。( 'iIr宇一郎)

合「おおぞら』高エヰルギー粒子観測データの公開

ASAのゴダードスペース 7 ライトセンターの

King氏より， .fI.jJ.If の河町'殺研究員に「おおぞら J

l~i 星の向エネルギキ~( (-('.正 TO ， 19-3 ， 2McV ，陽

子0.64-35MeV) 観測データを一般公|品 lするよう

に安請があった。これは(J~;::， JJl:における苅エネル

ギ-'~lL [と似 f の枝子東モデルを作成するのに、

ニれまで十分な匝 IU I!I J データのなかった領肢を怖 3じ

するのに役立てるためである。

「おおぞら J の観 iWII まは品 11' 350-850km ，傾斜

[11751 克て'あったので.極域の一部を除いて 1乱高度

における r凡J也f;J<的のテ'- 5'を 1早た。 I苅エネルギ

*~i.子観 iJIII グルーフ'が発表した粒子東の尚 Ill'分布の

論文を読んだ King 氏がデ タの重要刊を認、議した

ためて"ある。 1 ，， 1 グルーフはデータの公開を'豆け入

れることにした。 NAS'\-NSSDC ('j 前科学デー

タセ/ター)のデータベースに保存され.世界の

研究者の平 ImJ に供されることになる (中村良治)

*1 ひてん J 繕載機器

'j:ml 持l発の坊で l;t，世界初の 00 ， CI 牛;初の×

×の時はり主やかで L. その後は市 ~J が，) Iいたように

7

静かになるのが常ですが 1ひてん」は 8 H4 CI タ

却J.宇'山研一般公開が終わる可し 1持政のうちに第

3 四月スウィングパイを行い‘ III ぴj主地山，86万krn

の人ーさな軌illに人りました。 _}j r ひてん」舷s依

機慌に WIする 9i.~段は佳境に人リー「さきがけJ・「す

いせいJ( 大分へたばっていますが、どちらもまだ

生きています I )との辺川時間の，胡税に陪労する

紅の活況を .ll~. しています。

まず「ひてんJ は衛星本体そのむのが下'''I"実験

災;i"(であリ.品。r，庁』軌道制御のためのAOCド(吾勢

帆jl!:制御 IH プロセ y サ)はその心臓部です。この

中のメモリーに 1時々発生する政射線の杉杯による

と思われるエラーの除i、や.対策としての搭，I夜、ノ

フ|円強化が)JI.{， 行われています。また， C1 ~;rn

の X 1-( ノドを使った ilill iF1, i1lli 品~lに行われつつあり.

今後 S バンドの ilill ~[Oと合わせて使用することで-

l留の軌道決定粉 J主向 1 が mil寺されています。

7 才一ノレト トレラ/ト烈計算機はその名の i凪

リ誤りに ~~tい ~I' i1機ですが句 任いにウォ γ チし令

いながら処f'I!，を行う 3 つの7 ロセソサ(セル)の

一つに人為的にエラーを発 'I'，させる実験や， II 然

発ιi するエラーの頻度のチエ"/ ?'1fが行われてい

ます。さらにこのHi1機で処.fI1!する J 、ケ γ| ・テ

レメトリーの実験が，I P I.てeの'1: fdL 合的て ili1tに

h われています。

光学航法袋店は. 目標天体( rひてん」の場合は

月)とそのiT;;~にある恒R.の'勺以を搬って，いわ

ば宇宙における三角川I !U'のような万法て1品iir!の軌

道決定を Ii うむので.この装置がスピン引 1封印に

熔載されるのは世界初です 現イl 、伊豆を tltl像す

る CCDに太陽光があたると光による 傾向ラ y チ

7 ，プが起きることが判明しており.これは二人の

た字航法装i世設計に i't ill な続験となった 1也. ソ 7

卜を一部変\Ii L., rひてん」が II に接近する際に得

られる月と地球の 1象から机辺決定を行っています。

ミュ/へン工科大学のI:目先したダス| カウン

ターは順調に作動しており.一週 IUJ'ド j'J で 2 -3
倒の微小す'山燃を検出しています。M:j!Iミュンへ

ンから「ガリレオ探命機て'は一週間に、ド均261附の

ダストを観測しており.検出 aifの l削脱が101庁て'あ

ることを巧一えると.両者は極的て良〈ー欽してい

る」という山米過ぎのような j1!絡が入っています。

なおミュンヘンからは 8 月末，京都でのダスト観

測結果の発表の後，相当./'iが宇宙研に来所して.

今後の量Ji.iIilJ に N~t.した搭 ·1在ゾ 7 トの更新呼のオベ

レーンヨンを 11 うことになっています。

'deお「ひてん」版部はエアロブレー寺実験のた

めの耐熱対策がなされ， 2fl'同のカロリ ・メ タ

ーが搭載されていますが.これらが真怖を党J干す

るのは米年 3 月中旬以降になる子定です。

{卜杉 N，;&，)



骨長
SFU本体システム(その 3)/搭載実験機器(その 5)

宇宙科学研先所橋本保成/清水幸夫

*フォローオン実験

SFU-jの干宙科マ研究所の供，I在実験機総，コア

ンステムの説明も -I，~、終えたので、今凶 liSF lJー l

後の宇宙科 i字研究所師、 IIIiミソンヨ/について述べ

よう。以下はノマン 7 レント rS FUJ による。

1 太陽凱機関発氾尖験

現在の太陽電池発屯にかわる熱機WJ を用いた 5t

'IlL:，...ステムの実験を行う。これは太防 '~!I 池 ~~'irt の

3-4f古の変換安'!Jヰ'が!日Jh\ でき iN熱叩l エネノレギ

1\';，縦システムの併用により令ンステムの佐j止化を

~l る引が可能となる。この発屯ンステムは， スタ

ーリングエンジン. リニア ~~'fl1機.カセグレン集

光鋭 1昨熱 r.ii. 放熱似から構成される。

2. レザ HE進夫験

エネ jレギ愉i孟の千段のーっとしてレーザ一光を

用いる'1\が提案きれている。レーザー推進'支験で

は、 'j-:'I布宅 IgJでのレーザーによるエネルギ愉iム

及びレーザーエネノレギを推))として千IJ)討する実験

を 1 J う。

3. 7イクロ ilUIUJ fム送実験

マイクロ i皮(丘力 f工、滋実験では。定 )J を地 J へJ手

浴する-"， J{ や、宇宙丁場 'i ・市 'k 験宅への;江力供給

を 11;H)£ として. ?ーゲ y ト (;11 ~Il への(ム j2i実験、ビ

ーム制御 l技術の試験.子市フ』ラえ :7 との tll lL日用

を e調べ環境への彬 ~1; を『汗!l ni する。

4.テザ-[ヰiEi.尖験

テザ-I:何尽尖験は、 SF'U本体よリ仙の長さが約

IOlonのi，) l:付き尚昆(テザ-j年i~IU を繰り 1 1\し、 idf

の阪』小、やilf付与 f:?i tilに俗.""される各位向J~i .l';l~l

iIi'l を行う予定である。

5. fお J{I 日|収実験

f柑ir 回収実験は. 1IIiIiI のランデブ一 回収を 1'1

~;}J化 1 る技術を雌 ι するために。レーザ一光を波

山し反射光から位位決定を行うレーザーレーダを

センサとして自動ランデブーL..マエピュレ タ

を附いて回収する実験を行う。

以上が J5L .(dft 奈されている宇宙仲 7研究所の Z

次ミ '1:/ ョン以後の似制 iて'ある。(しみず・ゆきお)

-8 ー

RCS J:つ λヲモジュ jし

OCT スラ λタモジユル

4
SFur量進系配置図

RCS?ンワ Lジユ Jし

OCT?ン7 1:ジ 1 ル

*推進系

SI'Uは RCS と OCT という 2 つの批准システム

を持っている。 RCSは姿勢制御と小島抗日な軌道'企

快を行い. OCTは回収l時の軌道変挽を行う。これ

句は liE A、の j，n I ， J.iH ヒドラジン判長i立スラスタと|司じ

であるカ\回収して ~i使用されるのが特徴である。

RCS はモジュール化して SFU 太陽桁向 I(liに雌

はして l没 i置されている。スラスタは 4 モジュー/レ

あリ、作モジューノレIi 3N スラス? 311札 23N ス

ラスタ l 伽|て市IW成されている。推rr;~タンクは 2 モ

ジューノレあリ， 各モジュー/レはタンク (38 リッタ)

21聞から主')、推薬供給は初mJ圧 )JrJ20kgf/cl1I 'a

のプラダ1111庄ブロ ダウ/方式て'ある。

OCTは'!，央の問筒状フレーム l刈にユニソト化し

て取付し、ている。附成は f世 i民タ/ク (180 I) '~タ)

41101. 1111 1-1'ガスタンク(十 IJJYWJ 135kgfIαn' a. 15 ,7

リ y タ) 2 個を含み，スラスタは 2 モジュールで

各モジューノレは 23N スラスタを 4 例作っている。

惟柴f)'、給は初期!圧力約 20kgf/川サa のプラダ制圧加

l王 }j 式て“あるカリ主， I'からは 7'ローダウンとなる。

また. fJ!、給配信系には，，'II勾の桁川 IlIi而l配管を使

刷して，ヒドラジン凍結 解説時め谷柏変化に対

して配:iJ 断而を変形させて破裂させないフェイノレ

セーフの巧ぇ方を保If]している。よれはスベース

ンャトノレによる I1JWil. 1こ|捺して安全を雌保する h 策

としてNASAlこ悦奈されている。

(はしもと やすなり)
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“ Alles kaputt!"

宇宙科学研究所稲谷芳文

ンユツットガルトは曲一ドイツといって L 南の方

にあるので例のベルリンの笠が聞いた前後にも特

に変わったことは何もありませんでした。悲しい

かなドイツでは文行に等しい身の lーとしては新聞

に U をil!iすとして L一つの記事を読むのに何時間

もかかる作様ですからこの時 )UI 束ドイ Y 各地や東

欧で起こった白 IH 化への W!J きら正確には知る由も

あリません。テレビのニュースでみる demonstration

(デモンストラチオンといいます)の報道で何か

点の人たちは大変なんだなあといった脱皮の認織

でしか tよかったのです。 H 本からは「この時lU Iに

かの J也て'いろいろなニとを尖感できてよい時に滞

花したものですね J 等といった予紙がくるのです

が噌現実には H 本にいた方が情報の質量共に淫か

に多< ，子紙で初めて知ることなどもあり全く fff

けない思いをしたものです。尖際， 111 ♂年 lin のベ

ルリンの峻が↑ 'm いたときもテレビでは「今日は何

か刻してるなー」といったま t凶気のニュースを児

ただけで H 本のテレビのように絶叫するレポータ

ーもおらず(サッカーのワールドカ y プでドイツ

が勝ったときの方がよっぽど大騒ぎでした)明日

字校ではじめて~;:"、連中(彼らにとっても予定!外

の急展開だった織ですがその話で持ちきリという

伐の興信は感じられませんでした)から話を聞き.

それでもいま一つ雌 f;'; がむてずに一辺遅れて '~tH る

TIME などの英訴の雑誌て唱事かめるという有様で

した。

その後の普段の生前で目に見える峨ーの変化は.

年末ぐらいか句アウトパーンで時折見なれな L 、小

さい TP が哨ぎながら県い岬』をはいて走っているの

を比かける級になったことです。これも後で分か

ったのて'すが Traban ， (トラービと言っていまし

た)という西側では博物館にそろそろ入っていて

むおかしくなさそうな小さな東ドイツ製のJ.jI (2

サイ 7 ル1000ce て'20H\ 力強だそうです)に，大慨

は一家政がきゅフ〈っそうに来って?とっているの

をシュ'/ "/卜がノレ卜辺りでも見かけるようになっ

たことです。これは点の人が自由に来れるように

なって西の親耳 lを訪ねてきたものだそうです。そ

の横を全ての丙ドイツ裂の車がビューッと追い魁

して行くのは百ヲまでもありません。

後日ミュノヘンの MBB 祉を訪ねる機会がありま

した。このとき i(1 まった小さな pension (これはペ

ンジョン)の l\l:*場にこのトラーピがとまってい

ました。このベンジヨノは 4 部屋ぐらいの大きさ

て'他に宿泊していたのはすっぃ k性しかいませんで

したので共同のダイニングキ y チンで一緒になっ

たついて'に話してみると、彼女は点ドイ Yのライ

プチヒから来ていて MBB との介弁か何かの {l'r~

でこちらにきていること， f上:ドの内百は何かのソ

フトウェアの Iffl)/: でこのために今I;~訴を勉強して

いること(鰐くことに彼女は boy とし寸単語を思い

出せなかったのですが学んだ外国語がロ yアJ?? で

すから当然と言えば当然ではあります)，夫婦共仕

事をしていて小'芋'七の f 供がし、るけれども多くの

子Wi が低質の石炭のばい煙公害のために皮府術に

なっていること、止と西が統一されたら (IJ' 、の学校

や病院主どをはじめ '''-iii 全般に色々 とお金がかか

るようになるから心配していること等々 .身 II， I)

手振りも交えて訴してくれました.東 mil の一般の

人と話をするのは初めてだったのですが j直立ーの

身なり振舞いなどは普段彼する西の人と全〈同じ

て叫 Lの人という先入観は -i'll} されてしまいました。

またもう慨に束阿 I~ \Jの ~"I ，;) 'J~ 業が始まっているこ

とを知って鴛くと同時に(これは今年の 5 月引の

話です)，いまの束での生前の係 F を flUいたところ.

終えは， "AlleskaputtI と何度も首を横に振り

ながら繰リ返していました。 ζ れは「和Iもからめ

ちゃめちゃてeす」くらいの芯昧と思います。具体

的なことはよく分かりませんでしたが何か社会の

混乱ぷリを表していてとても印象に残る言葉でし

た。もっと詳しく暮しぶりや社会の様子.統一に

対する思いなどを 11f]いて.今までの無知無能を一

気に挽回するチャンスだったのですが卜分なコミ

ュニケーションができないことをとて L 銭念に思

いました。官却l彼女はこの}ラーピでライプチヒ

に帰りましたが rベノレリンのll!J よリも「百集

め暗」の体験ではありました。

(いなたに・よしぶみ)
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“ Wonderful and 同ry NicePeople"

Dr.JaivirKaudinya

Afterenjoyingaoneyearvisilin 呂田 slgnmcnl Insoviet

unionduringthetransientphaseof 戸restr ，印刷， IgOtthis

niceoppo 口unity tovisilISASandthebeautifullandof

JAPAN.Heartiesllhanks¥0thehighofficeoftheesteemed

m討tillite andtoverykindProfessor, K.Oshimawithout

whomitwouldhavebeendifficultformetovisitIhis

renownedinstitute

Ilakelheopportunityto 悶vise manyofmythoughts

basedonthe 問m川町 'cn 目sofwhatl 問ad andheardoutside

aboutthisg問at country.Myslaysofarisonly 日ve months

old, still, a10'ofqu 田r ，陪 nds 陪Jated toscicmificand

socialcultureofthecountrycameacrosswithme:Althe

川stllule In胡 y peopleenjoyworkingovernight.Fulland

completefreedomofwork24 h悶 a daywithalmost

unlimitedcomputert町m附e.Qu 凶II悶 C回aimπm ， c∞la凶凶a叩叫n凶dv叫c町町『叩引刊yηype伊E悶a配蹴副c団d叫叫州efl凶山耐f白白似u叫JI

a剖'm 。田sph 恥e陀 ofwo 町rki 川ng WI “川t叶h、 o印l川、叶 Iy fi向ew hu山叩II川【II(叫 dl 問宅 dp戸eopμIe inn1

l同01同al i川n suchabi喝E 川s針tit山IIωu叫山』比山tue locatedawayofthedensely

populat 吋 elll 白羽 lC supplemcI1laryhelpprovidedbythe

verysincerestaffofthewellorganizedlib 同ry IS 同副 Iy

commendable.Thisenablesme¥0saythattheeffective

Sl 日 of thelibraryisfarbiggerIh 叩 its apparentphysical

lookduetoitslargeextensionandf，品川∞ rdination 印仰 bility

tootherpopularlibrariesoftheworldwithimmediate

accesstothere 日archer. Thisfacilitatesanyonetoconsult

sometlmesevenara陪Iyav山lable 陀fe問nee

WOrkingapproachof， he 罰則前 professo 目 is verymuch

inspiring.Youcan 日od themworkinginthewholeday

andnightonthetableandalonewiththeirexperimental

facilityt∞Th e marveloustendencytoachievethe自由 1目

。f theobjectivethemeoftheworkisreallywidesp 同ad

amongtheresearche 目 of thein 剣Ilute

Writinglowardsthes町ial side , althoughp陀viously ， I

hadan 叩inion thatJapanesepeoplea問 little moreself

celller 町I andawayfromtheouterworld.But tod,ly, I

findthattheya陀 even 1110 悶 concerned totheglobalsocial

andenvironmentalproblems.SometimesIhearth 叫 here

isadoseds即時 ty. But , aftergivin 呂 few thought け do not

ag 陀e onthismatter, howeverinstead, itmaybearelative

as 戸ct oftheoutsidt:(mosllywestdominated)approachof

livingwhichcangenerallybedefinedeitherbythe

dominancyofopendeg 悶e offreedomoflivingorbythe

dominancyofconservativenationalapproachofp間世間 ng

the s配同 I cuhurdl heritage. With 問spe 口 to popular

tenninologytheforolerleadstoanopens目隠 'y andthe

lattertoaclosedone.Although , go吋 or badcanhardly

bedecidedbyeitherofthetwounless 、 a p問detennined

frameof 陀f自宅 nee oflivinggovernedbythenationallaws ,

S山ety andculturalheritageisdrawn.InIhisres 戸ct Ican

sayth 川 there isnoclosedsociety, ratheranationalsociety

quiteopentothege 山陀 of anythingg∞d. Inmyopinion ,
themo 対 imp 0l 1ant factorwhichse 門町田 Ihe impetusto

take-offtheoverallhuman 同sour 田 developme 川 in Japan

isduetheverycommon 叩d deeprootedfaithinasingle

陀ligion ， am勾or attributetoanintegrateds即日 I culture

whichnotonlyframesanationalapproachoflivingbut

fonnsthecitizensto 陪spect eachother.Nodoubtitis 問問

intheworldandfullmarksgoto 山 national heritage

Thismeansnom旬。 r social 四nflict. duetotheneedful

absenceofcastandcommunitydiffe 陀nces ， hence, no

fanaticanduglyhindrancesinanykindofnationalor

internationalpolicyfordevelopment;whatabeautifuls出問 y.

StayingaltheISASI吋ge isquitecomfortablespecially

inthenightsofsummerwhenonehearsthemelodious

soundechooftheclassical n副 ion. 1I folkmusicmixed

、""ith songsandreverberatingdancingclapsduringthe

celeb 附ion ofSununerfestival.Watching 出e peoplee町oymg

thesonganddanceinsuchanorganizedfestivaladds川

戸rsonal pleasu 問 Food inthecafe is 悶'her g∞d but

mo 同 vegetarian 陀cipes indud 川g b陀akfast anddinner

serviceswouldbeverymuchappreciable.Ifthe 陀 IS not

anyproblem.ironingfacilityatthew拙hin 且 machines comer

mayn田dfully beintroduce 刈

WorkingattheISASaddsnewheightsinthepersonal

horizonofknowledge, wherespaceistheultimatelimit

Interactionwilhtheanalogousscientificcommunityisvery

en ∞uraging he 陀 because ， peoplea陀 very friendlyand

c∞同 rallve

Alltheabovefacto 同 lead toaverycongenialhealthy

livingatmosphe 問 in ISASaswellasinJapan.Abeautiful

land, clearseaandcleanskywilhsocialhannonya問

enough10metoel リoythe 陀川 human spirit.On 田 again ， I

wouldliketosincerelythankmyhonorablehost ,allfellow

colleaguesandintimatestaffofthelaboratoriesandlibrary

fortheirsincere frei 町ldliness. Shouldtheopportunity

develop, Iwouldliketocomeaga 川 Wann Thankstothe

ISASnewseditorialstaffwhoinvitedmetowritemy

expen 閉店 during mystayatthisp悶suglous 川slHute

ｷOnonc)'cllrvisiting 田signmcn t. theauthorisanIndianscientist
attachedtotheIndianInstituteofTcchnology(liT)NewDelhiｷ
II 凹I~ (ジャビールコウディ/ヤ}
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